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１ はじめに 

げんねんワークサポート株式会社（以下「GWS」とい

う。）は、日本原燃株式会社（以下「親会社」という。）

により2019年２月に設立された特例子会社である。 

当社の主要業務は､親会社からの「文書の電子化」「文

書廃棄」「パソコンデータ消去」「名刺等の印刷」「清掃」

「郵便物集配・配送」などである。 

障がいを持つ社員（以下「スタッフ」という。）が安心

して働ける環境を整えるとともに、スタッフ一人ひとりの

個性や能力に配慮しながら、人材を育成し､スタッフの雇

用定着化をサポートしている。 

 

２ 作業分析の実施 

スタッフの個性や能力、業務品質を確認するために、こ

れまでは指導員が巡回・観察し、その都度指導を行ってい

たが、より多くの情報を把握するために2021年から作業分

析を行った。 

作業分析は同一の清掃環境を設け、作業時間、手の動か

し回数を計測するとともに、清掃品質（掃除機掛け、テー

ブル拭き、除菌、染み抜き）50点、安全30点、ふるまい20

点の計100点満点の項目で評価した（図１）。 

 

 

図１ 作業分析結果（一部抜粋） 

 

１回目の作業分析により把握した課題について、スタッ

フにフィードバックし研修した結果、２回目の分析では、

ほとんどの項目で該当者が０人となり、改善が見られた

（図２）。 

図２ 作業分析によって確認された改善が必要な事項 

 

あまり改善が見られなかった「掃除機掛け:掛け漏れ」に

ついては、更に分析したところ掃除機掛けの範囲に視点が

定まっていないことがわかり、掃除機のヘッド部分に注視

できるようLEDライトを取り付けることによって改善さ

れ、作業分析の効果を認識した。 

 

３ 作業分析から清掃検定へ 

作業分析の実施により、改善事項や良好事例を正確に把

握し改善することができた。この効果を取り入れ、個々の

スタッフが目指すべき目標を見える化し達成させることで、

モチベーション向上につなげるために「清掃検定制度」を

作り、2023年度から運用することとした。まずは2022年度

下期にトライアルとして検定を２回実施した。 

清掃検定の項目は作業分析と同様とするが、更に評価内

容を深掘りし、スタッフにとってよりわかりやすい内容と
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した（図３）。 

 

図３ 清掃検定評価一覧表（一部抜粋） 

 

清掃担当指導員が検定者となり、清掃業務を担当してい

るスタッフ12名を対象に本人の許可を得たうえでカメラに

て動画を撮影し、検定を行った（図４）。 

作業分析の時にはスタッフを集めて指導員が良好事例を

挙げてアドバイスしていたが（図５）、検定では点数を開

示すること、全体説明では理解が難しいスタッフへの配慮、

課題について本人と共有するなどきめ細やかに対応すべく

個別にアドバイスした。その結果、評点は１回目より２回

目の方が12名全てのスタッフにおいて上がった。 

評点の見える化を図り、動画でフィードバックしたこと

からスタッフからは「動画で自分の動きを見ることができ

たので改善点がわかりやすい」「評点が上がると嬉しい」

「普段の業務に活かしたい」などといった感想を聞くこと

ができた。トライアルの結果、検定の導入により我々が期

待できる効果が得られることを確信した。 

 

 

図４ 清掃検定の様子 

図５ 良好事例を全員で共有 

 

４ 清掃検定で気付いた事 

清掃検定を行っていく中で作業手順にスタッフを合わせ

るのではなく、スタッフに作業手順を合わせる方法により、

モチベーションが向上することがわかった。   

一例として掃除機掛けの際、タイルカーペット２枚を掛

け幅の標準としていたが、腕の長さに個人差があることか

ら掛け幅をタイルカーペット３～４枚とスタッフに合わせ

た。スタッフに作業手順を合わせる方法を取り入れたとこ

ろ、モチベーションの向上だけではなく、作業効率や業務

品質の維持向上にも繋がるといったメリットが生まれた。 

更に１回目の動画を見ながら改善点に気付き、２回目に

は自発的に改善するスタッフも出てきた。 

 

５ 今後の課題・展望 

始めて間もない清掃検定ではあるが、今後は上半期と下

半期の年２回清掃検定を行い、清掃品質を確認していくと

ともに、業績評価へと反映させていく。そして評点により

グレードを設定し、一定の水準を達成しているスタッフに

は、「GWSの清掃マイスター」として職場体験実習生の

受入時に今まで指導員が行っていた実演や説明を担当して

もらうなど、更なるモチベーション向上に繋げていきたい

と考えている。そして、この取り組みが雇用定着に繋がる

ことを期待している。 

 
【連絡先】 

髙谷 圭一 

げんねんワークサポート株式会社 

e-mail：keiichi.takaya@gensup.co.jp 

比較

点
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